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【課題研究報告】
住民参加型政治を基盤にしたコミュニティ再生問題に関する内容開発
－｢マルチ・スケール｣アプ・－チによる小学校６年生厂災害復旧の取組｣の学習－
(2012年２月19日開催)
１。はじめに
本発表では
，小学校学習指導要領で示されてい
る政治の働きのひとつ
，災害復旧の取組の学習に
おいて
，コミュニティ再生問題を扱う視点を確定
し
，コミュニティ再生問題についての単元構成に
ついて提案した。
本研究では
，長野県栄村の災害復旧における住
民参加型政治の成功事例を取り上げ
，児童の居住
する地域の政治と比較する手法をとった
。そして，
住民参加型政治が地方自治のひとつの構図である
ことを
，匚マルチ・スケール」アプローチから読
み取らせたいと考えた。
２。単元構成について
単元を構成する上で
，社会学のコミュニティの
理論と防災時におけるコミュニティの理論
，地方
自治のおり方などを整理し
，単元プラン提案のた
めの基盤とした。それらの内容は以下の通りであ
る。
○　広井良典は
，匚コミュニティ＝人間が，それ
に対して何らかの帰属意識をもち
，かつその構
成メンバ
のー間に一定の連帯ないし相互扶助
（支え合い）の意識が働いているような集団」
と定義している
。そして，コミュニティを匚大
都市型
」匚地方都市型（人口数万から数十万程
度）」匚農村地域型」に区分している
。また，経
済的な機能と匚公一共一私」の原理を
，公＝政
府＝再分配
，共二コミュニティ＝互酣歐，私＝
市場＝交換と対応させている
。コミュニティの
形態が多様化していることを前提とする
。小学
校社会科においては
，学習者となる児童の生活
圈であるスケールと取り上げる事例のスケール
が
一致することを前提とした。
○　吉原直樹は，「‾防災ガバナンス」という匚防
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災コミュニティ」のあり様の一つを示している。
吉原は
，匚防災ガバナンス」を，匚地方公共団体，
地域コミュニティ, NGO/NPO,企業
，地域団
体
，諸個人など，地域を構成する諸主体が防災
というイッシュ
をーめぐって織り成す多様な組
合せの総体一対立，妥協，連携からなる重層的
な制度編成
。」と定義している。災害時におけ
るコミュニティは，国一地方という関係だけで
構築されているのではなく
，さまざまな考え方
の人たちの集合体であることを考慮する
。
○　長野県栄村は
，東日本大震災が発生した翌日
の20n年３月12日に「‾長野県北部地震」が発生
し
，甚大な被害を受けた。匚長野北部地震」の
復興では
，まず匚地域の公民館」を建設した。
住民が集まる場所（コミュニティ）をつくるこ
とで人々のつながりを復興し
，その結束力（相
互扶助の力）を地域の復興の原動力とした
。栄
村は
，今まで匚実践的住民自治」をめざし，住
民と村が知恵を出し合って村の生活形態に合わ
せた予算の使い道を考えてきた
。村での費用で
できないことについては
，県や国の制度と利用
し
，市町村県，国が協力して願いを実現して
きた。復興を進める主体が，地域住民であった
というモデルを学ぶ。
○　小学校６年生の匚政治の働き」の災害復旧の
学習において
，２社の教科書を調べた。広井の
コミュニティの区分でいうと
，匚大都市型」の
事例が取り上げてあった
。また，吉原の匚防災
コミュニティ」の区分でいう匚ガバナンス」の
視点と「‾ガバメント」の視点の両方が取り上げ
てあった
。「‾ガバナンス」の例として，「‾ボラン
ティア活動の紹介
」が取り上げてあり，匚ガバ
メント」の例として，匚国や県の災害復旧の支援」が取り上げてあった。国主体の災害復旧の
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視点のみでなく
，地域のコミュニティの主体で
ある匚住民」の視点に立った匚相互扶助の視点」
を組み込むことが重要である
。
３．授業モデル
本研究では
，小学校６年生の学習指導要領内容
（2）
－アの内容に基づき，地域のつながりを生か
した長野県栄村の災害復旧の事例から
，地域コミュ
ニティ再生の視点を組み込んだ単元を設定するこ
ととした
。単元目標と単元の展開の概略を示す。
○単元名「‾私たちの願いを実現する政治」
○目標
【概念探究過程】
政治とは
，一人ひとりの願いを実現するため
に
，願いを聞き取って計画を立案し，税金の使
い道をきめて願いを実現することである
。
【価値分析過程】
地域コミュニティを維持するためは
，相互扶
助の取組を続けていくことが必要であることを
，
防災協力宣言書を作成して考えさせる
。
○指導計画（全８時間）
第１次　災害から人々を守る（３時間）
○栄村の匚住民参加型政治」を基盤にした
匚長野県北部地震
」の復興事例
第２次　国の政治を調べる（３時間）
○国会の働き
○内閣の働き○司法の働き
第３次　住民が主役の政治（２時間）
○伊自良南小学校における地域と交流する取
り組み事例
○匚わたしの防災協力宣言」
４。おわりに
示した学習モデルについて, 2012年１月に実践
を行った
。その結果 ，概要を報告する。
学習を通して
，匚災害復旧の取組」というキー
ワードに対し
，コミュニティ再生に関係する次の
ような意味の言葉の表出を想定した。・住民の話し合い
・住民同士のつながりを中心にしたまちづくり
概念探究過程の学習が終了後に行ったマップ手法による調査の結果，次のキーワードを抽出した。
-
＜住民の話し合い＞・会話をする　・ふれあい
・大が集まると元気になる
＜住民のつながりを中心にしたまちづくり＞・げたばきヘルパー・公民館を建て直す
・会話をする場所　・集まる場所を作る
ミクロ
・スケールである，長野県栄村の住民参
加型の村づくりの事例を扱うことで
，災害復旧に
おいて生活を立て直す主体が住民であることを理
解していることがわか
った。
そして
，防災を意識したコミュニティのあり方
について，宣言書の形で学習をまとめた結果を次
に示す。
・地域の大に会ったら，笑顔であいさつをしま
す。
・名前と顔を覚えてもらうために，積極的に話
しかけます。
・学校の出来事や行事などを新聞にして配り報
告します。
・雪かきなど，地域の人の手伝いをします。
この記述から
，地域の中でのつながりを理解し
たことがわかった。
本実践を通して
，宣言書からもわかるように経
済面の視点を組み込む必要があることがわかった
。
小学校社会科でコミュニティ再生問題を扱う上
で
，成功事例を組み込んだ授業を提案した。児童
が生活する場所の地域規模や経済面の特徴と類似
する場所である栄村の住民参加型政治の成功事例
を組み込んだが
，当日の議論において，地方自治
の成功事例が児童の居住地から離れていることが
指摘された
。小学校における事例の設定のあり方
として，今後の検討課題としたい。
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